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38
　
中
村
哲
郎
「
鈴
木
泉
三
郎
『
次
郎
吉
懺
悔
』（『
歌
舞
伎
の
近
代
』
岩
波
書
店
　
2
0
0
6
年
）

39
　
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
、
イ
ヴ
・
コ
ゾ
フ
ス
キ
ー
『
男
同
士
の
絆
─
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
欲
望
』（
上
原
早
苗
・
亀
澤
美
由
紀
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

2
0
0
1
年
）

40
　
菅
野
聡
美
『
消
費
さ
れ
る
恋
愛
論
─
対
象
知
識
人
と
性
』（
青
弓
社
　
2
0
0
1
年
）、
デ
ビ
ッ
ド
・
ノ
ッ
タ
ー
『
純
潔
の
近
代
　
近
代
家
族
と
親
密
性
の
比
較
社
会
学
』

（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
局
　
2
0
0
7
年
）、
田
中
亜
以
子
『
男
た
ち
/
女
た
ち
の
恋
愛
　
近
代
日
本
の
「
自
己
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
勁
草
書
房
　
2
0
1
9
年
）、
髙
橋

幸
、
永
田
夏
来
編
『
恋
愛
社
会
学
　
多
様
化
す
る
親
密
な
関
係
に
接
近
す
る
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
2
0
2
4
年
）
参
照
。

41
　
宇
野
信
夫
「
生
き
て
い
る
小
平
次
」
の
思
い
出
」（『
九
月
興
行
大
歌
舞
伎
　
尾
上
菊
五
郎
劇
団
』
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
明
治
座
　
1
9
5
4
年
9
月
）

42
　
岡
栄
一
郎
「
批
判
「
生
き
て
ゐ
る
小
平
次
」
三
幕
」『
演
劇
画
報
』（
1
9
2
5
年
7
月
）

43
　
戸
板
康
二
「
解
説
」（『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
92
　
筑
摩
書
房
　
1
9
5
8
年
）

44
　
注
25
掲
載
の
草
稿
「
藤
沢
清
造
君
の
月
評
に
」
よ
り
引
用
。

45
　
神
山
彰
「
大
正
期
の
南
北
受
容
」（『
大
正
演
劇
研
究
』
4
　
1
9
9
3
年
4
月
）

46
　
注
42
に
同
じ
。

47
　
一
柳
廣
孝
『
怪
異
の
表
象
空
間
　
メ
デ
ィ
ア
・
オ
カ
ル
ト
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
国
書
刊
行
会
　
2
0
2
0
年
）

48
　
東
雅
夫
『
な
ぜ
怪
談
は
百
年
ご
と
に
流
行
る
の
か
』（
学
研
新
書
　
2
0
1
1
年
）

49
　
劇
団
青
年
座
に
よ
る
鶴
屋
南
北
作
「
盟
三
五
大
切
」
の
上
演
（
1
9
6
9
年
6
月
、
石
沢
秀
二
演
出
）
な
ど
。

50
　
注
27
に
同
じ
。

　
は
じ
め
に

京
都
の
三
大
祭
り
と
い
え
ば
、
賀
茂
社
の
葵
祭
、
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
、
平
安
神
宮
の
時
代
祭
だ
ろ
う
。
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

う
。
筆
頭
に
あ
げ
た
賀
茂
社
の
葵
祭
は
毎
年
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
京
都
の
春
の
祭
礼
の
代
表
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
葵
桂
を
飾
っ

た
装
束
で
の
行
列
が
著
名
で
あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
貴
族
や
民
衆
が
見
物
に
訪
れ
た
。
し
か
し
京
都
に
お
い
て
葵
祭
と
い
え
ば
、
も

う
一
つ
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
洛
西
の
古
社
で
あ
る
松
尾
大
社
の
松
尾
祭
で
あ
る
。
松
尾
祭
は
、
神
幸
祭
と
還
幸
祭
か
ら
な
り
、

洛
西
で
最
も
大
規
模
な
祭
礼
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
祭
礼
は
松
尾
大
社
か
ら
洛
中
の
御
旅
所
ま
で
神
輿
六
基
と
長
櫃
一
基
が
巡
幸

す
る
も
の
で
、
神
社
を
信
仰
す
る
氏
子
達
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
礼
の
掛
け
声
は
「
ほ
い
っ
と
、
ほ
い
っ
と
」

と
い
う
京
都
独
自
の
も
の
で
、
他
の
地
域
で
は
み
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
神
社
祭
礼
を
考
え
る
と
き
、
笛
・
鉦
・
太
鼓
な
ど
に
よ
る
囃

子
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
掛
け
声
の
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
今
回
は
京
都
独
自
に
発
展
し
て
き
た
「
ほ
い
っ
と
」

の
掛
け
声
に
つ
い
て
、
発
祥
の
祭
礼
と
い
わ
れ
て
い
る
松
尾
祭
を
と
り
あ
げ
基
礎
的
な
調
査
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
調

査
報
告
を
ま
と
め
つ
つ
、「
ほ
い
っ
と
」
と
い
う
神
社
祭
礼
の
掛
け
声
研
究
の
と
ば
ぐ
ち
と
し
た
い
。

　
一
、
松
尾
大
社

ま
ず
は
松
尾
大
社
に
つ
い
て
の
概
観
を
述
べ
る
。
松
尾
大
社
は
京
都
市
西
京
区
に
鎮
座
す
る
古
社
で
あ
り
、
大
山
咋
神
と
市
杵
島

研
究
論
文

野
村 
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姫
命
を
祭
神
と
し
て
祀
る
神
社
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
古
く
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
る
以
前
の
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
、
渡
来
系
氏

族
で
あ
る
秦
忌
寸
都
理
が
現
在
の
場
所
に
社
殿
を
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
創
建
以
前
に
お
い
て
も
、
松
尾
山
（
別
雷
山
や

分
土
山
と
も
称
さ
れ
る
）
は
大
山
咋
神
が
鎮
座
す
る
神
奈
備
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
山
中
に
あ
る
大
杉
谷
の
磐
座
で
祭
祀

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
淵
源
を
持
つ
。『
古
事
記
』
に
は
大
山
咋
神
が
近
江
国
の
日
枝
山
と
共
に
葛
野
の
松
尾
に
坐
し
「
鳴
鏑
を
用

つ
神
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古
く
か
ら
こ
の
地
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る1

。

松
尾
大
社
は
平
安
京
の
遷
都
以
降
、
都
の
西
の
守
護
神
と
し
て
朝
廷
か
ら
篤
い
崇
敬
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
都
の

東
に
位
置
す
る
賀
茂
神
社
（
下
鴨
・
上
賀
茂
神
社
）
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
り
、「
賀
茂
の
厳
神
、
松
尾
の
猛
霊
」
と
並
び
称
さ
れ
、

王
城
鎮
護
の
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
以
降
、
国
家
の
大
事
に
際
し
て
朝
廷
か
ら
幣
帛
が
奉
ら
れ
る

二
十
二
社
の
制
度
が
確
立
す
る
と
、
松
尾
社
は
そ
の
中
で
も
「
伊
勢
、
石
清
水
、
賀
茂
」
に
次
ぐ
四
番
目
の
「
上
七
社
」
の
一
つ
に
列

せ
ら
れ
た2 

。
ま
た
、
延
喜
式
の
神
名
帳
に
お
い
て
も
名
神
大
社
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
月
次
・
相
嘗
・
新
嘗
の
祭
り
に
際
し
て

は
案
上
官
幣
に
預
か
る
格
式
を
誇
っ
た
。
清
少
納
言
が
『
枕
草
子
』
に
お
い
て
「
神
は
松
の
尾
」
と
記
し
た
こ
と
や3

、
一
条
天
皇
を

は
じ
め
と
す
る
歴
代
天
皇
が
行
幸
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
尊
崇
の
篤
さ
が
窺
え
る
。

ま
た
、
松
尾
大
社
は
「
酒
の
神
」
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
社
記
に
「
此
の
地
の
穀
物
を
採
り
、
御
山
の
大
杉
谷
の

水
を
以
て
、
優
良
な
る
酒
を
得
給
ひ
し
」4

と
あ
る
よ
う
に
、
醸
造
の
祖
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
松
尾
山
か

ら
湧
き
出
る
水
（
亀
の
井
）
を
酒
に
混
ぜ
る
と
腐
敗
し
な
い
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
酒
造
家
か
ら
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
江
戸
時

代
の
地
誌
『
雍
州
府
志
』
に
は
「
酒
徳
神
」
と
し
て
酒
を
醸
す
者
か
ら
尊
崇
さ
れ
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
境
内
に
は
酒
造
家
か

ら
寄
進
さ
れ
た
多
く
の
石
灯
籠
が
現
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
前
期
の
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』
な
ど
で
は
酒
造
の
神
を
梅

宮
大
社
の
祭
神
と
す
る
説
も
見
ら
れ
、
松
尾
大
社
が
酒
造
神
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明

治
・
大
正
期
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る5

。

松
尾
大
社
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
同
社
に
伝
来
す
る
膨
大
な
史
料
群
で
あ
る
。
松
尾
大
社
に
は
約
二
〇
〇
〇
点

に
及
ぶ
古
文
書
や
記
録
類
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
松
尾
大
社
史
料
集
』
と
し
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料

群
に
は
嘉
応
三
年
（
一
一
七
一
）
の
「
池
田
荘
立
券
文
案
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
文
書
が
含
ま
れ

て
お
り
、
神
事
や
所
領
経
営
、
社
家
の
動
向
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
今
日
ま
で
散
佚
せ
ず
に

伝
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
社
家
で
あ
る
秦
氏
（
東
家
・
南
家
）
の
存
在
が
大
き
い
。
松
尾
社
の
祠
官
は
代
々
秦
氏
が
務
め
て
き
た
が
、

中
世
以
降
、
東
家
と
南
家
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
神
主
や
禰
宜
と
い
っ
た
職
を
世
襲
し
て
き
た
。
特
に
東
家
は
、
近
世
に
お
い
て

も
社
家
の
嫡
流
と
し
て
文
書
を
管
理
し
、
明
治
維
新
後
の
変
革
期
に
も
そ
の
散
佚
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る6

。
ま

た
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
神
社
の
経
営
基
盤
を
支
え
た
の
は
、
各
地
に
点
在
す
る
社
領
荘
園
で
あ
っ
た
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
山
城

国
菱
川
荘
、
丹
波
国
桑
田
荘
・
雀
部
荘
、
三
河
国
設
楽
荘
、
遠
江
国
池
田
荘
、
越
中
国
松
永
荘
、
摂
津
国
山
本
荘
、
伯
耆
国
東
郷
荘
な

ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
所
領
を
有
し
て
い
た
。
な
か
で
も
丹
波
国
の
雀
部
荘
は
、
松
尾
社
の
根
本
所
領
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
荘
園

で
あ
っ
た
。
雀
部
荘
は
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
に
丹
波
兼
定
が
寄
進
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
後
に
松
尾
社
司
に
よ
っ
て
立
荘
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
荘
園
か
ら
は
日
々
の
神
供
と
な
る
川
魚
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、「
当
社
毎
日
供
菜
所
」
と
し
て
機
能
し

て
い
た7 

。
鎌
倉
時
代
に
は
地
頭
に
よ
る
押
領
や
非
法
に
対
し
、
松
尾
社
が
幕
府
に
訴
え
を
起
こ
し
六
波
羅
探
題
か
ら
の
裁
許
を
得

て
支
配
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る8 

。
中
世
の
動
乱
期
、
特
に
応
仁
の
乱
以
降
は
遠
隔
地
の
所
領
の
維
持
が
困

難
と
な
り
、
神
事
の
遂
行
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
と
い
っ
た
天
下
人
に
よ
っ
て
社
領
の
安

堵
や
寄
進
が
行
わ
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
か
ら
は
本
社
九
三
三
石
の
朱
印
地
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
江
戸
幕
府
に
も
継
承
さ
れ
て
近
世
の

松
尾
大
社
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る9

。
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こ
の
よ
う
に
松
尾
大
社
は
古
代
か
ら
続
く
王
城
鎮
護
の
社
と
し
て
の
格
式
を
持
ち
、
秦
氏
と
い
う
渡
来
系
氏
族
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
豊
富
な
史
料
と
所
領
を
有
し
て
き
た
神
社
と
い
え
よ
う
。

　
二
、
松
尾
祭

松
尾
大
社
で
執
り
行
わ
れ
る
祭
礼
の
中
で
最
も
代
表
的
か
つ
規
模
の
大
き
な
も
の
が
、
毎
年
四
月
と
五
月
に
行
わ
れ
る
「
松
尾
祭
」

で
あ
る10

。
こ
の
祭
り
は
松
尾
七
社
（
松
尾
社
・
月
読
社
・
櫟
谷
社
・
三
宮
社
・
宗
像
社
・
衣
手
社
・
四
大
神
）
の
神
輿
と
唐
櫃
が
、
桂

川
を
渡
り
洛
中
の
御
旅
所
へ
と
巡
幸
す
る
も
の
で
あ
る
。
松
尾
大
社
は
京
都
市
内
の
三
分
の
一
に
も
及
ぶ
広
大
な
氏
子
区
域
を
有
す

る
。
地
元
の
人
々
か
ら
は
神
幸
祭
を
「
お
い
で
」、
還
幸
祭
を
「
お
か
え
り
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時

代
か
ら
「
松
尾
の
国
祭
」
と
も
称
さ
れ
、
還
幸
祭
の
供
奉
者
が
葵
・
桂
を
か
ざ
す
こ
と
か
ら
「
松
尾
の
葵
祭
」
と
も
呼
ば
れ
る
な
ど
、

京
都
の
祭
礼
文
化
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る11

。

松
尾
祭
の
構
造
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
つ
は
本
社
に
お
い
て
行
わ
れ
る
祭
祀
で
あ
り
も
う

一
つ
は
神
輿
が
御
旅
所
へ
と
渡
御
す
る
神
幸
・
還
幸
の
儀
式
で
あ
る12

。
本
社
で
の
祭
祀
は
古
く
は
「
勅
祭
」
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て

い
た
。
勅
祭
と
は
天
皇
の
使
い
で
あ
る
勅
使
が
神
社
に
参
向
し
、
幣
帛
を
奉
る
儀
式
の
こ
と
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
や
『
儀
式
』
と
い

っ
た
平
安
時
代
の
法
典
に
は
、松
尾
祭
に
際
し
て
山
城
国
司
や
郡
司
が
騎
兵
を
率
い
て
参
候
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
が「
国

祭
」と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
礼
の
創
始
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『
本
朝
月
令
』や『
東
寺
王
代
記
』

な
ど
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
承
和
年
間
（
八
三
四
～
八
四
八
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
四
月
の
中
の
申
の
日
に

行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
内
蔵
寮
や
大
膳
寮
な
ど
か
ら
幣
物
が
支
出
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
勅
祭
と
し
て
の
松
尾
祭
は
、
中
世
に
入
る
と
大
き
な
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
南
北
朝
時
代
の
動
乱
期
、
特
に
文

和
四
年
（
一
三
五
九
）
頃
か
ら
、
朝
廷
の
衰
微
や
戦
乱
の
影
響
に
よ
り
勅
使
の
派
遣
が
困
難
と
な
り
、
祭
礼
を
「
社
家
に
付
す
」
と
い

う
事
態
が
常
態
化
し
て
い
く
。『
園
太
暦
』
文
和
四
年
四
月
二
十
九
日
の
条
に
は
「
松
尾
祭
被
付
社
家
云
々
」
と
あ
り
、
勅
使
が
参
向

せ
ず
、
社
家
の
手
に
よ
っ
て
祭
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
室
町
時
代
に
お
い
て
も
「
近
例
」
と
し
て
社
家

に
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
経
て
、
勅
祭
と
し
て
は
中
絶
す
る
に
至
っ
た
。

勅
祭
が
途
絶
え
た
後
も
社
家
た
ち
は
そ
の
復
興
を
願
い
続
け
、
近
世
を
通
じ
て
再
興
へ
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
悲
願
が

達
成
さ
れ
た
の
は
、
幕
末
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
異
国
船
の
来
航
な
ど
に
よ
り
国
内
の
緊
張
が

高
ま
る
中
、
朝
廷
は
「
夷
狄
来
舶
、
人
心
不
和
、
皇
国
安
危
」
を
憂
い
、
国
家
安
泰
を
祈
願
す
る
た
め
に
松
尾
祭
を
勅
祭
と
し
て
再
興

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
孝
明
天
皇
の
宣
命
に
は
、
承
和
の
御
代
に
始
ま
り
中
古
に
廃
絶
し
た
祭
祀
を
、
時
局
の
困
難
に

際
し
て
神
明
の
冥
助
を
仰
ぐ
た
め
に
再
興
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る13

。

一
方
、
神
輿
が
氏
子
地
域
を
巡
る
神
幸
・
還
幸
は
、
御
旅
所
祭
祀
と
し
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
御
旅
所
の
存
在
が
確
認

で
き
る
の
は
院
政
期
か
ら
で
あ
り
、
神
輿
は
桂
川
を
渡
り
西
七
条
の
御
旅
所
へ
と
向
か
う
。
特
に
神
幸
祭
で
は
、
桂
川
を
船
で
渡
る

「
船
渡
御
」
が
中
世
の
段
階
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
、
神
幸
祭
の
大
き
な
見
せ
場
で
あ
っ
た
。
神
幸
祭
（
お
い
で
）
で
は
、
松

尾
大
社
を
出
発
し
た
神
輿
が
桂
川
を
渡
り
、
七
条
通
を
東
へ
進
ん
で
西
七
条
の
御
旅
所
（
お
よ
び
衣
手
社
、
三
宮
社
）
に
着
御
す
る
。

そ
し
て
三
週
間
ほ
ど
の
滞
在
の
後
、還
幸
祭（
お
か
え
り
）に
お
い
て
本
社
へ
と
戻
る
の
で
あ
る
。 

還
幸
祭
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、

神
輿
が
か
つ
て
の
官
寺
で
あ
る
西
寺
の
跡
地
（
旭
の
杜
）
で
供
御
を
受
け
る
儀
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
赤
飯
座
に
よ
る
特
殊
神
饌
な

ど
が
供
え
ら
れ
る
。
岡
田
莊
司
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
稲
荷
社
が
東
寺
の
鎮
守
神
で
あ
る
の
に
対
し
、
松
尾
社
は
西
寺
の
鎮
守
神
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
儀
式
は
か
つ
て
の
両
寺
と
両
社
の
関
係
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

松
尾
祭
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
史
料
で
あ
る
「
弁
官
下
文
」（
元
久
元
年
／
一
二
〇
四
）
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
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る14

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
葛
野
郡
内
の
「
新
加
之
座
衆
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
住
人
た
ち
が
、
松
尾
祭
の
神
役
（
祭
礼
へ
の
奉
仕
義
務
）

を
拒
否
し
た
た
め
、祭
礼
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
訴
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
朝
廷
は
松
尾
社
の
訴
え
を
認
め
、祭
礼
が「
葛

野
郡
一
郡
之
営
」
で
あ
る
と
し
て
、
住
人
た
ち
に
神
役
の
負
担
を
命
じ
た
。
こ
れ
は
松
尾
祭
が
単
に
神
社
だ
け
の
行
事
で
は
な
く
、

地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
べ
き
「
氏
子
の
祭
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
松
尾
祭
は
氏
子
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
維
持
・
継
承
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
松
尾
七
社
」
の
神
輿
を
担
ぐ
大
宮
社
・
櫟
谷
社
・
宗
像
社
・
三
宮
社
・
衣
手
社
・
四
之
社

そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
会
や
、
そ
れ
ら
を
束
ね
る
「
六
社
青
年
連
合
会
」
が
祭
礼
の
主
役
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
を
通
じ
て
準
備
や
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、祭
り
の
運
行
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
一
時
期
、担
ぎ
手
不
足
な
ど
に
よ
り
船
渡
御
が
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

氏
子
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
復
活
し
、
昔
な
が
ら
の
巡
行
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い
る15 

。
祭
礼
は
神
と
氏
子
、
そ
し
て
氏
子
同
士
を
結

び
つ
け
る
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
産
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
い

え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
松
尾
祭
は
古
代
か
ら
の
勅
祭
と
い
う
公
的
な
側
面
と
、
地
域
住
民
に
よ
る
御
旅
所
祭
祀
と
い
う
民
俗
的
な

側
面
を
併
せ
持
ち
、
時
代
の
変
遷
の
中
で
形
態
を
変
え
な
が
ら
も
、
都
の
西
の
守
護
神
と
し
て
の
威
厳
と
、
地
域
社
会
と
の
深
い
結

び
つ
き
を
保
ち
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
勅
祭
の
中
断
と
社
家
に
よ
る
維
持
、
そ
し
て
幕
末
に
お
け
る
国
家
的
な
危

機
を
背
景
と
し
た
勅
祭
の
復
興
は
、
松
尾
祭
が
単
な
る
宗
教
行
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
歴
史
や
社
会
情
勢
と
密
接
に
関
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
幸
・
還
幸
に
お
け
る
御
旅
所
や
西
寺
跡
で
の
儀
礼
、
そ
し
て
氏
子
た
ち
に
よ
る
祭

礼
の
運
営
は
、
京
都
と
い
う
都
市
の
歴
史
的
重
層
性
と
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
信
仰
の
厚
さ
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
三
、
囃
詞
と
し
て
の
「
ほ
い
っ
と
」

こ
こ
で
は
松
尾
祭
か
ら
少
し
離
れ
て
神
社
祭
礼
の
掛
け
声
を
含
め
た
「
囃
詞
」
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
神

社
祭
礼
に
関
す
る
研
究
は
民
俗
学
の
領
域
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
古
く
は
柳
田
國
男
の
「
日
本
の
祭
」
が
あ
る16

。
こ
れ
は

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
講
義
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
が
翌
年
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
神
事
と
し
て
の
祭
の
歴
史
を
「
祭
か

ら
祭
礼
」へ
の
変
化
な
ど
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
る
も
の
だ
。
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
遡
り
、昭
和
七
年（
一
九
三
二
）に『
民
俗
藝
術
』

で
中
山
太
郎
が
「
囃
詞
の
研
究
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
神
輿
を
舁
く
際
の
詞
を
総
じ
て
「
囃
詞
」
と
し
て
と
ら
え
研
究
し
た
も

の
で
、
中
山
は
文
献
資
料
を
博
捜
し
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
囃
子
そ
の
も
の
で
い
え
ば
祇
園
囃
子
や
佐
原
囃
子
と
い
っ
た
楽

器
を
用
い
た
囃
子
が
あ
る
。
こ
の
囃
子
に
つ
い
て
は
、
植
木
行
宣
ら
の
『
都
市
の
祭
礼
─
山･

鉾･

屋
台
と
囃
子
─
』
が
あ
り17

、
民
俗

学
と
芸
能
史
や
音
楽
学
の
観
点
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
福
原
敏
男
は
「
楽
器
で
は
な
く
、
掛

け
声
や
音
頭
（
歌
謡
）
に
よ
っ
て
祭
礼
を
囃
す
事
例
」
と
し
て
広
島
県
の
福
山
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
京
都
の
神
輿
舁

き
の
観
点
で
い
え
ば
西
山
剛
の
研
究
や18

、
中
西
仁
の
研
究
が
あ
る19

。
特
に
中
西
は
歴
史
民
俗
学
の
研
究
手
法
で
神
輿
舁
き
に
つ
い

て
の
分
析
を
行
っ
て
お
り
、「
京
都
標
準
の
神
輿
の
舁
き
方
」
な
ど
で
は
松
尾
祭
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
を
振
り
返
る
と
、
総
じ
て
京
都
で
の
神
輿
を
舁
く
際
の
掛
け
声
で
あ
る
「
ほ
い
っ
と
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
は
極
め

て
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
発
生
そ
の
も
の
が
史
料
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
念
の

た
め
、
現
在
「
ほ
い
っ
と
」
の
語
源
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
大
き
く
わ
け
て
次
の
三
種
類

が
あ
る
。①

「
祝
人
（
ほ
う
い
と
）」
説

②
「
祝
祝
と
（
ほ
う
ほ
う
と
）」
説

③
「
材
木
・
労
働
歌
」
説

①
は
祇
園
祭
の
神
輿
会
（
三
若
会
・
四
若
会
・
錦
神
輿
会
な
ど
）
に
よ
る
解
説
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
際
に
神
輿
会
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の
関
係
者
が
説
明
し
て
い
る
説
で
あ
る
。

②
は
祭
礼
の
ガ
イ
ド
な
ど
で
聞
く
説
明
で
「
言
祝
ぐ
」
行
為
に
よ
る
と
さ
れ
る
説
で
あ
る
。「
祝
」
は
「
い
わ
う
」
の
ほ
か
「
ほ

う
」
と
古
語
で
は
読
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
言
語
学
的
な
推
測
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
高
瀬
舟
の
船
頭
や
、
材
木
を
切
り
出
す
人
夫
た
ち
が
、
息
を
合
わ
せ
る
た
め
の
掛
け
声
と
し
て
用
い
て
い
た
説
で
あ
る
。

神
輿
を
舁
く
輿
丁
た
ち
の
多
く
は
人
足
や
労
働
者
が
多
く
、
呼
吸
を
合
わ
せ
る
た
め
の
実
用
的
な
掛
け
声
と
し
て
の
「
ほ
い
」

な
ど
が
形
式
化
さ
れ
た
と
い
う
。

い
ず
れ
の
説
も
現
代
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
説
明
さ
せ
て
い
る
も
の
で
、
例
え
語
源
と
し
て
正
し
い

と
し
て
も
、
歴
史
的
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
近
代
以
降
の
出
版
物
で
、「
ほ
い
っ
と
」
の
掛
け
声
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
か
を
調
査
し
た
。
監
物
恒
夫
の
『
神
輿
』
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、最
も
古
い
も
の
は
管
見
で
は
山
内
隆
の『
京
の
祭
　
民
謡
集
』に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る20

。
こ
の
本
は
、

妍
彩
篇
・
葵
祭
篇
・
祇
園
会
篇
・
牛
祭
篇
と
京
都
の
祭
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
の
祭
で
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。

松
尾
祭
は
妍
彩
篇
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
桂
川
渡
御
、
神
輿
唄
と
し
て
次
に
掲
げ
る
歌
詞
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
松
尾
　
七
社
の
　
七
社
の
　
ホ
イ
ト
サ
　
ホ
イ
ト
サ

　
輝
く
御
威
勢
を
、
御
威
勢
を
見
よ
や

　
　
一
に
大
宮
神
　
二
に
四
大
神

　
　
三
に
衣
手
神
　
四
に
三
の
宮
神

　
　
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト

　
　
　
　
　
ホ
イ
ト
サ
ー

　
　
五
に
宗
像
神
　
六
櫟
谷
神

　
　
七
つ
月
読
神
　
辛
櫃
さ
ま
か
。

　
ソ
ラ
　
揉
め
、
も
め
、
も
め
、
揉
み
ぬ
け
　
ホ
イ
ト
サ

　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
サ
の
輝
く
み
屋
根

　
反
り
を
、
う
た
せ
て
、
金
き
ら
き
ら
り

　
金
の
斜
面
に
、
み
ど
り
の
反
射
よ
ー

　
　
　
ソ
ラ
　
揉
め
　
こ
の
意
気

　
　
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
サ
。

　
松
尾
　
七
社
の
、
七
社
の
、
ホ
イ
ト
サ
、
ホ
イ
ト
サ
、

　
輝
く
　
御
威
勢
に
　
御
威
勢
に
映
え
て

　
　
桂
川
瀬
の
　
瀬
の
　
瀬
が
ひ
か
る

　
　
ホ
イ
ト
、
ホ
イ
ト
、
ホ
イ
サ
の
、

　
　
　
　
ソ
ラ
も
め
　
ホ
イ
ト
サ
。

　
　
飛
沫
け
た
て
ゝ
　
渚
で
ホ
イ
ト
サ

　
　
ホ
イ
ト
サ
で
揉
め
込
む
素
裸
、
素
手

　
　
意
気
は
松
尾
の
　
御
神
威
に
も
え
る
。

　
ソ
ラ
差
せ
　
さ
せ
　
さ
せ
　
神
輿
の
　
御
船
だ

　
舷
た
ゝ
い
て
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
サ
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ホ
イ
ト
サ
と
傾
む
き
や
　
金
き
ら
　
斜
面

　
ゆ
れ
て
瓔
珞
　
し
ぶ
き
に
　
踊
る
ー

　
　
　
　
　
ホ
イ
ト
サ
の
ホ
イ
ト
サ

　
　
　
　
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
　
ホ
イ
ト
サ
の

　
　
　
　
　
ホ
イ
ト
サ
の
水
に
ー

　
ぬ
れ
て
輝
く
　
葵
の
七
社
。

付
記
に
は
「
ほ
い
と
ほ
い
と
の
掛
声
勇
ま
し
く
次
々
に
渡
御
さ
れ
る
黄
金
の
屋
根
の
反
り
。
飛
沫
に
踊
る
瓔
珞
の
さ
ゝ
や
き
。
実

に
金
碧
燦
爛
と
し
て
瀬
々
に
漲
る
崇
高
な
御
神
威
の
歌
声
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
ふ
」（
漢
字
は
旧
漢
字
表
記
か
ら
新
字
表
記
に
改
め
た
）

と
あ
る
。

こ
の
歌
に
あ
る
「
ホ
イ
ト
」
こ
そ
、
促
音
で
あ
る
「
っ
」
が
表
記
さ
れ
な
い
当
時
の
慣
例
を
踏
ま
え
、「
ほ
い
っ
と
」
の
こ
と
を
指

す
と
い
え
よ
う
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
段
階
で
ほ
か
の
神
輿
で
「
ホ
イ
ト
」
の
表
記
は
な
く
、
例
え
ば
祇
園
会
の
「
神
輿
の
唄
」

に
は
「
あ
い
な
、
あ
い
な
、
あ
い
な
」
と
掛
け
声
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松
尾
祭
で
の
掛
け
声
が
発
祥
で
あ
る
旨
を
次
章
で
示
す
聞
き

取
り
調
査
の
際
に
聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
文
献
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

文
献
調
査
を
踏
ま
え
て
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
一
二
月
一
九
日
に
松
尾
祭
の
奉
行
を
勤
め
る
井
上
義
平
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
。
井
上
氏
は
調
査
の
段
階
で
八
二
歳
、松
尾
大
社
の
氏
子
圏
の
な
か
で
も
川
勝
寺
の
エ
リ
ア
の
方
で
あ
る
。
川
勝
寺
は
、

蜂
岡
寺
と
も
呼
ば
れ
る
秦
河
勝
が
経
営
し
た
寺
院
の
旧
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
京
都
市
右
京
区
西
京
極
で
あ
り
、
近
世
は
川

勝
寺
村
と
な
っ
て
い
た
。
村
域
に
松
尾
三
宮
社
が
あ
り
、
松
尾
祭
の
と
き
の
御
旅
所
と
も
な
っ
て
い
る
。

井
上
氏
は
二
〇
歳
前
後
に
青
年
会
へ
入
り
三
宮
社
の
神
輿
を
舁
い
て
き
た
。
神
輿
を
舁
き
は
じ
め
た
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
会

が
あ
っ
た
も
の
の
、
連
合
組
織
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
六
社
氏
子
青
年
会
が
組
織
さ
れ
た
。

松
尾
社
の
神
輿
の
あ
る
大
宮
社
・
櫟
谷
社
・
宗
像
社
・
三
宮
社
・
衣
手
社
・
四
之
社
の
六
社
で
あ
る
。
以
降
、
松
尾
祭
の
実
務
を
神
社

と
と
も
に
に
な
っ
て
い
る
。

掛
け
声
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、「
ほ
い
っ
と
」
は
松
尾
祭
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
松
尾
祭
の
舁
き
手

が
他
の
祭
礼
で
も
舁
き
に
い
き
、
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
中
西
の
「
京
都
標
準
の
神
輿
の
舁
き
方
」21

で
は
神
輿
の
人
員
配
置
・

体
制
の
説
明
の
ほ
か
、「
見
せ
場
で
は
神
輿
を
「
も
む
」
と
い
う
動
き
、
す
な
わ
ち
「
ほ
い
っ
と
」
等
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
轅
の

前
後
に
付
け
ら
れ
た
鳴
鐶
と
い
う
金
具
を
鳴
ら
す
動
き
も
京
都
の
神
輿
場
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
」22

と
し
、
松
尾
祭
や
稲
荷
祭
か
ら
こ

の
京
都
標
準
の
神
輿
舁
き
が
伝
播
し
た
と
指
摘
し
て
い
る23

。

六
社
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ズ
ム
が
多
少
こ
と
な
り
、
例
え
ば
衣
手
社
は
リ
ズ
ム
が
早
い
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
ほ
い
っ
と
」
の

ほ
か「
よ
い
と
」な
ど
の
掛
け
声
も
あ
り
、特
に
神
輿
舁
き
の
リ
ズ
ム
を
修
正
す
る
際
に
は「
ほ
い
っ
と
」で
は
な
く
、「
よ
い
、よ
い
」

と
掛
け
声
を
出
す
と
い
う
。

　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
民
俗
学
や
芸
能
史
の
分
野
に
お
い
て
、
楽
器
を
用
い
た
囃
子
研
究
の
陰
に
隠
れ
、
学
術
的
な
検
討
対
象
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
神
輿
の
「
掛
け
声
」
に
焦
点
を
当
て
、
特
に
京
都
の
松
尾
祭
に
お
け
る
「
ほ
い
っ
と
」
に
つ
い
て
基

礎
的
な
調
査
を
行
っ
た
。

本
研
究
の
意
義
は
以
下
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
文
献
調
査
に
お
い
て
山
内
隆
『
京
の
祭
　
民
謡
集
』
を
確
認
し
、
戦
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松
尾
祭
の
掛
け
声
「
ほ
い
っ
と
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

前
の
段
階
で
既
に
「
ホ
イ
ト
（
ほ
い
っ
と
）」
と
い
う
表
記
と
歌
詞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
語
源
に

関
す
る
諸
説
は
口
伝
の
域
を
出
な
い
も
の
が
多
い
な
か
、
少
な
く
と
も
昭
和
初
期
に
は
確
固
た
る
祭
礼
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
た

と
い
う
文
献
的
根
拠
を
提
示
で
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
第
二
に
奉
行
の
井
上
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
、
松
尾
祭
の
現
場

に
お
い
て
「
ほ
い
っ
と
」
が
単
一
の
掛
け
声
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、「
よ
い
と
」
等
の
修
正
の
掛
け
声
と
組
み
合
わ
せ
て
運

用
さ
れ
る
実
践
的
な
身
体
技
法
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
点
で
あ
る
。
第
三
に
先
行
研
究
お
よ
び
当
事
者
の
証
言
か
ら
、
松
尾
祭

が
京
都
に
お
け
る
神
輿
の
「
標
準
」
的
な
舁
き
方
や
掛
け
声
の
伝
播
に
お
い
て
、
重
要
な
発
信
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

可
能
性
を
提
示
で
き
た
点
で
あ
る
。「
ほ
い
っ
と
」
と
い
う
掛
け
声
は
単
な
る
音
響
で
は
な
く
、
神
と
人
、
あ
る
い
は
担
ぎ
手
同
士
の

呼
吸
を
合
わ
せ
、
地
域
社
会
の
結
合
を
確
認
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
祭
祀
要
素
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
調
査
結
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て

六
社
氏
子
青
年
会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
掛
け
声
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
京
都
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
と
し

て
神
社
祭
礼
も
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
が
今
後
よ
り
広
範
な
比

較
研
究
が
待
た
れ
る
「
掛
け
声
」
研
究
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

│
注
釈
│

１
　『
古
事
記
』
大
国
主
神
段
。

２
　
松
尾
大
社
を
含
め
た
古
代
・
中
世
の
二
十
二
社
体
制
に
つ
い
て
は
、
岡
田
莊
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
の
第
六
章
「
二
十
二

社
の
成
立
と
公
祭
制
」
を
参
照
。

３
　『
枕
草
子
』
二
八
七
段
、「
神
は
松
の
尾
。
八
幡
、
こ
の
国
の
帝
に
て
お
は
し
ま
し
け
む
こ
そ
め
で
た
け
れ
。
行
幸
な
ど
に
水
葱
の
花
の
御
輿
に
た
て
ま
つ
る
な
ど
、
い

と
め
で
た
し
。」
と
あ
る
。

４
　
松
尾
大
社
史
料
八
四
四
号
「
酒
由
来
之
事
」。

５
　
天
野
真
志「
近
代
松
尾
神
社
の
広
が
り
」（
京
都
文
化
博
物
館
編『
特
別
展
　
み
や
こ
の
西
の
守
護
神
　
松
尾
大
社
』京
都
文
化
博
物
館
・
朝
日
新
聞
社
、二
〇
二
四
年
）。

6
　
野
村
朋
弘
「
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
を
読
む
」（
渋
谷
綾
子
・
天
野
真
志
編
『
古
文
書
の
科
学
　
料
紙
を
複
眼
的
に
分
析
す
る
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
三
年
）。

7
　
松
尾
大
社
史
料
二
号
文
書
「
弁
官
下
文
」。

8
　
松
尾
大
社
史
料
六
号
文
書
「
六
波
羅
探
題
御
教
書
」。

9
　
松
尾
大
社
で
は
織
田
信
長
（
松
尾
大
社
史
料
九
〇
号
文
書
）、
豊
臣
秀
吉
か
ら
社
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
松
尾
大
社
史
料
八
九
号
文
書
）。

10
　
松
尾
大
社
編
『
松
尾
大
社
』
学
生
社
、
二
〇
〇
七
年
。

11
　
松
尾
祭
に
つ
い
て
は
、（
２
）の
岡
田
莊
司
の
研
究
の
ほ
か
、福
原
敏
男『
祭
礼
文
化
の
研
究
』法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
五
年
、黒
田
一
充『
祭
祀
空
間
の
伝
統
と
機
能
』

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
五
島
邦
治
『
京
都
町
共
同
体
成
立
史
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
が
主
要
な
研
究
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

12
　
松
尾
祭
が
勅
祭
と
神
幸
祭
・
還
幸
祭
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、（
２
）
の
岡
田
莊
司
の
研
究
の
ほ
か
、
京
都
文
化
博
物
館
編
『
特
別
展
　
み
や
こ
の
西
の

守
護
神
　
松
尾
大
社
』（
京
都
文
化
博
物
館
・
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
二
四
年
）
所
収
、
野
村
朋
弘
「
総
論
」
を
参
照
の
こ
と
。

13
　
野
村
朋
弘
「
松
尾
祭
再
興
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
（
G
E
N
E
S
I
S
）』
一
九
号
、
二
〇
一
五
年
。

14
　
松
尾
大
社
史
料
五
号
文
書
「
弁
官
下
文
」。

15
　
野
村
朋
弘「
祭
礼
を
維
持
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
宮
信
明
編『
対
話
に
よ
り
創
作
と
継
承
』京
都
芸
術
大
学
東
北
芸
術
工
科
大
学
出
版
局
藝
術
学
舎
、二
〇
二
五
年
）

16
　『
柳
田
國
男
全
集
』
一
三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
。

17
　
植
木
行
宣
・
田
井
竜
一
編
『
都
市
の
祭
礼
─
山
･
鉾
･
屋
台
と
囃
子
─
　
京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

研
究
叢
書
①
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
五
年
。

18
　
西
山
剛
『
輿
を
か
つ
ぐ
人
び
と
　
駕
輿
丁
・
力
者
・
輿
舁
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
四
年
。

19
　
中
西
仁
『
神
輿
舁
き
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
　
京
都
に
み
る
祭
礼
の
歴
史
民
俗
学
』
昭
和
堂
、
二
〇
二
四
年
。
特
に
本
稿
及
び
今
後
の
研
究
で
は
本
書
が
主
要

な
先
行
研
究
と
な
る
。

20
　
山
内
隆
『
京
の
祭
　
民
謡
集
』
祭
礼
歌
謡
研
究
会
、
一
九
三
四
年
。

21
　（
19
）
同
書
参
照
。

22
　（
19
）
同
書
一
五
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

23
　（
19
）
同
書
一
六
三
ペ
ー
ジ
参
照
。


